
半田市議会広報へ

No.212
2020.6.15はんだはんだ

市議会だより
議長に沢田　清氏、副議長に澤田　勝氏を選出

議会選出監査委員は小栗佳仁氏
５月の第３回半田市議会臨時会にて就任

監査委員（議会選出）

小 栗 佳 仁
議　長

沢 田　 清
副議長

澤 田　 勝

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
半
田
市
議
会
の
活
動

に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
令
和
２
年
第
３
回
半
田
市
議
会
臨
時
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
長
・
副
議
長
・
監
査
委
員
の
要
職
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身

に
余
る
光
栄
に
感
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重

大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の

皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
重
責
を

果
た
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
と
執
行
部
が
共
に
切
磋
琢
磨
し
て
、
社
会
福
祉

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
生
活
の
向
上
に
努
め
て
い
く
と

い
う
二
元
代
表
制
の
下
、
こ
の
１
年
間
の
半
田
市
議
会

に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
半
田
市
の
発
展
と
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
、
市
民
の
た
め
の
施
策
を

実
践
す
べ
く
、
執
行
機
関
と
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
、
生
活
や
経
済
活
動
な
ど
、
様
々
な
影
響
を
受

け
て
い
る
方
々
の
事
を
想
い
、
感
染
拡
大
防
止
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
、
経
済
へ
の
影
響
を
注
視
し
な
が
ら
、

早
急
な
支
援
対
策
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
議
決
機
関
と

し
て
適
正
な
市
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
か
監
視
し
、

市
議
会
と
執
行
機
関
が
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
、
元
気

で
活
力
あ
る
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た
め

邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
つ
つ
、
安
全
で
安
心

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
の

声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
課
題

の
解
決
に
向
け
て
議
員
一
人
ひ
と
り
が
議
論
を
つ
く
し
、

活
発
な
議
会
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

議長就任挨拶
（YouTube）
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■その他の案件
議案	
番号等 議案名 議案	

番号等 議案名

承認１ 専決処分の承認について（令和２年度半田市一
般会計補正予算第１号） 承認２ 専決処分の承認について（令和２年度半田市国

民健康保険事業特別会計補正予算第１号）

承認３ 専決処分の承認について（半田市国民健康保険
条例の一部改正） 承認４ 専決処分の承認について（半田市後期高齢者医

療に関する条例の一部改正）

■全会一致の案件
議案	
番号等 議案名 議案	

番号等 議案名

議案３７
半田市国民健康保険税条例の一部改正について
（低所得者を対象とする、保険税の減額基準を
見直す、課税の特例を追加するもの）

議案３８
半田市介護保険条例の一部改正について（低所
得者に対する介護保険料の負担軽減を図るも
の）

議案３９
跨線橋整備工事（その２）請負契約の締結に
ついて（環状線区域内の乙川地区、JR武豊線
を越える跨線橋を令和5年度中に完成させるた
め、橋台を2基整備する工事契約をするもの）

議案４０
福祉文化会館舞台機構改修工事請負契約の締結
について（舞台機構の老朽化に伴う改修工事契
約をするもの）

議長の辞職について 議案41 半田市監査委員の選任について	
常任委員会委員の選任について 議会運営委員会委員の選任について	
政治倫理審査会委員の選任について	 中部知多衛生組合議会議員の選挙について

知多中部広域事務組合議会議員の選挙について 半田常滑看護専門学校管理組合議会議員の選挙
について	

知多南部広域環境組合議会議員の選挙について

■賛否の分かれた案件

議案	
番号等 議案名

創造みらい半田 公明党 維新・半田
市民の会

志民
ネット

自民	
クラブ

無
所
属
議決	
結果石

川　
英
之

芳
金　
秀
展

沢
田　
　
清

水
野　
尚
美

鈴
木　
幸
彦

伊
藤　
正
興

澤
田　
　
勝

岩
田　
玲
子

渡
辺　
昭
司

久
世　
孝
宏

榊
原　
伸
行

山
田　
清
一

坂
井　
美
穂

山
本　
半
治

加
藤　
美
幸

中
川　
健
一

竹
内　
功
治

小
栗　
佳
仁

小
出　
義
一

新
美　
保
博

嶋
崎　
昌
弘

鈴
木　
健
一

議案	
３５

令和２年度半田市一般会計補正予算第２号
（全半田市民を対象に、一人当たり10万
円を給付する給付費及び事務費を計上する
もの・子育て世代への臨時特別給付金を給
付する事業費・テイクアウトのみに使える
6,000円の商品券を5,000円で販売など）

議〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇原案可決

決議案
1

新型コロナウイルス感染症の惨禍により、
危機的状況にある市民の暮らしを支える施
策実行へ向けた半田市の奮起を促す決議
（やることが遅く少ない市役所に対し、包
括的なコロナウイルス対策を促す)

議●●●●●●●●●●●●●〇〇〇●●〇〇〇否決

決議案
2

10万円を市内事業者の応援に使う宣言につ
いての決議（市議会議員は率先して国から
の10万円全てを市内事業者応援のために使
う）

議●●●●●●●●●●●●●〇〇〇●●〇〇●否決

（表の見方）議は議長（採決に加わらない）、○は賛成の議員、●は反対の議員、退は退席の議員、欠は欠席の議員

 審　議　結　果 令和２年第2回臨時会（4月3０日）
（　）内は議案の補足説明です。

 審　議　結　果 令和２年第3回臨時会（5月13日・14日）
（　）内は議案の補足説明です。

賛 

成 

討 

論

議
案
35
号
に
賛
成 

鈴
木
健
一
議
員

　
令
和
２
年
度
半
田
市
一

般
会
計
補
正
予
算
第
２
号

に
は
賛
成
で
す
が
、
次
の

点
を
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
よ
り
拡
充
を
求
め
ま

す
。

　
休
業
要
請
に
応
じ
た
お

店
や
時
短
営
業
を
行
う
飲

食
店
へ
の
支
援
は
賛
成
で

す
が
、
こ
れ
に
含
ま
れ
な

い
市
内
事
業
者
に
も
、
財

政
調
整
基
金
を
使
う
等
の

方
法
で
支
援
の
た
め
の
予

算
を
盛
り
込
む
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
検
討
す

る
事
を
強
く
求
め
ま
す
。
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■その他の案件
議案	
番号等 議案名 議案	

番号等 議案名

常任委員会の中間報告（総務委員会の委員会活
動報告※内容は6頁に）

特別委員会の報告（公共施設のあり方調査特別
委員会、中小企業振興調査特別委員会の委員会
活動報告※内容は7頁に）	

■賛否の分かれた案件

議案	
番号等 議案名

創造みらい半田 公明党 維新・半田
市民の会

志民
ネット

自民	
クラブ

無
所
属
議決	
結果沢

田　
　
清

芳
金　
秀
展

水
野　
尚
美

鈴
木　
幸
彦

伊
藤　
正
興

澤
田　
　
勝

岩
田　
玲
子

渡
辺　
昭
司

久
世　
孝
宏

石
川　
英
之

榊
原　
伸
行

山
田　
清
一

坂
井　
美
穂

山
本　
半
治

加
藤　
美
幸

中
川　
健
一

竹
内　
功
治

小
栗　
佳
仁

小
出　
義
一

新
美　
保
博

嶋
崎　
昌
弘

鈴
木　
健
一

「議案第42号令和２年度半田市一般会計
補正予算第４号」および「議案第43号 令
和２年度半田市水道事業会計補正予算第１
号」の組み替えを求める動議（事業者への
水道料金減額をやめて、児童扶養手当受給
者世帯の支援へ）

議●●●●●●●●●●●●●〇〇〇●●〇〇●否決

議案	
３６

令和２年度半田市一般会計補正予算第３号
（７月から受付が始まるマイナポイント事
業の事務費及び、高齢者の自動車運転重大
事故を抑制するため、安全運転支援装置の
設置費を補助をするもの）

議〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●原案	可決

議案	
４２

令和２年度半田市一般会計補正予算第４号
（事業継続緊急支援金事業は、国の持続化
給付金を補填しても補填しきれない場合に
減益規模で市がその2分の1の額、法人100
万円、個人50万円を限度に支援するもの）

議〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇〇〇●●〇原案	可決

議案	
４３

令和２年度半田市水道事業会計補正予算第
１号（6か月分の水道基本料金を無料、一
般家庭の場合は約4,700円の支援）

議〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇〇〇●●〇原案	可決

決議案
３

「議案第42号　令和２年度半田市一般会計
補正予算第４号」に対する付帯決議（コロ
ナウイルスの影響により、まさに支援を必
要とする人を早急に把握、支援策を早急に
実施するよう申し加える決議）

議〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇〇〇●●〇原案	可決

議長の選挙について 選挙
副議長の選挙について 選挙

（表の見方）議は議長（採決に加わらない）、○は賛成の議員、●は反対の議員、退は退席の議員、欠は欠席の議員

反  

対  

討  

論

議
案
36
号
に
反
対 

鈴
木
健
一
議
員

　
令
和
２
年
度
半
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算
第
３
号
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
の

予
算
が
入
っ
て
い
る
た
め
、

反
対
で
す
。
２
万
円
の
先
払

い
で
５
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
る
事
業
で
す
が
、

低
所
得
者
の
収
め
た
税
金
が
、

富
裕
層
に
使
わ
れ
、
逆
進
性

を
強
め
る
と
の
指
摘
が
あ
る

事
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
万
全

で
な
い
こ
と
も
あ
り
賛
成
で

き
ま
せ
ん
。

議
案
42
・
43
号
に
反
対

加
藤
美
幸
議
員

　
水
道
基
本
料
半
年
分
の
減

額
は
一
般
的
な
家
庭
で
約

４
７
０
０
円
が
差
し
引
か
れ

ま
す
。
し
か
し
、
市
内
の
契

約
者
約
５
万
件
す
べ
て
が
対

象
で
あ
り
、
本
当
に
困
っ
て

い
る
人
の
把
握
が
で
き
ず
経

済
的
支
援
と
は
言
い
難
い
点
、

減
額
に
よ
る
水
の
浪
費
へ
の

心
配
、
将
来
に
わ
た
る
安
心

安
全
な
水
道
の
維
持
を
考
え

る
上
で
も
２
億
７
０
０
０
万

円
も
の
税
金
を
使
う
水
道
料

金
の
減
額
に
は
反
対
で
す
。

付
帯
決
議
を
附
す
対
象
の

元
の
議
案
に
反
対

中
川
健
一
議
員

　
今
般
、
付
帯
決
議
を
附
す

対
象
の
元
の
議
案
に
私
は
反

対
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
付
帯
決
議
を
附
す
元

の
議
案
に
反
対
す
る
理
由
は
、

加
藤
美
幸
議
員
が
反
対
討
論

で
詳
し
く
申
し
上
げ
た
と
お

り
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
私
は
元
の
議

案
に
対
し
て
、
意
見
を
附
し

た
可
決
、
と
言
う
立
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
付
帯
決

議
案
に
は
反
対
を
い
た
し
ま

す
。

５月臨時会挙手採決の様子（議案42号）
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常任委員会の構成
委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

◇
総
務
委
員
会
（
８
人
）

石
川　
英
之

坂
井　
美
穂

鈴
木　
幸
彦

沢
田　
　
清

鈴
木　
健
一

小
出　
義
一

水
野　
尚
美

竹
内　
功
治

委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

◇
文
教
厚
生
委
員
会
（
７
人
）

榊
原　
伸
行

久
世　
孝
宏

澤
田　
　
勝

山
本　
半
治

嶋
崎　
昌
弘

芳
金　
秀
展

加
藤　
美
幸

委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

◇
建
設
産
業
委
員
会
（
７
人
）

渡
辺　
昭
司

中
川　
健
一

山
田　
清
一

小
栗　
佳
仁

新
美　
保
博

伊
藤　
正
興

岩
田　
玲
子

総務委員会の様子

文教厚生委員会の様子

建設産業委員会の様子
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各
種
委
員
会
の
構
成

議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長　
鈴
木　
幸
彦

　
副
委
員
長　
水
野　
尚
美

　
委　
　
員　
嶋
崎　
昌
弘
／
小
出　
義
一

　
　
　
　
　
　
山
田　
清
一
／
中
川　
健
一

　
　
　
　
　
　
渡
辺　
昭
司
／
石
川　
英
之

政
治
倫
理
審
査
会

　
委
員
長　
竹
内　
功
治

　
副
委
員
長　
山
田　
清
一

　
委　
　
員　
新
美　
保
博
／
小
出　
義
一

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
幸
彦
／
伊
藤　
正
興

　
　
　
　
　
　
加
藤　
美
幸
／
石
川　
英
之

政
務
活
動
費
管
理
委
員
会

　
委
員
長　
榊
原　
伸
行

　
副
委
員
長　
加
藤　
美
幸

　
委　
　
員　
嶋
崎　
昌
弘
／
小
出　
義
一

　
　
　
　
　
　
山
本　
半
治
／
石
川　
英
之

政
策
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
座　
　
長　
久
世　
孝
宏

　
委　
　
員　
新
美　
保
博
／
小
出　
義
一

　
　
　
　
　
　
山
本　
半
治
／
中
川　
健
一

　
　
　
　
　
　
石
川　
英
之

　
半
田
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
へ
の
情

報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に
「
広
報
」
「
広

聴
」
「
交
流
企
画
」
の
３
つ
の
委
員
会
を
編

成
し
て
い
ま
す
。
三
役
を
除
く
全
議
員
が
い

ず
れ
か
に
所
属
し
、
さ
ら
に
「
開
か
れ
た
議

会
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員
会　
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集

　
委
員
長　
山
本　
半
治

　
副
委
員
長　
嶋
崎　
昌
弘

　
委　
　
員　
小
出　
義
一
／
水
野　
尚
美

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
幸
彦
／
中
川　
健
一

　
　
　
　
　
　
榊
原　
伸
行

広
聴
委
員
会　
議
会
報
告
会
の
運
営

　
委
員
長　
山
田　
清
一

　
副
委
員
長　
伊
藤　
正
興

　
委　
　
員　
新
美　
保
博
／
竹
内　
功
治

　
　
　
　
　
　
岩
田　
玲
子
／
久
世　
孝
宏

交
流
企
画
委
員
会　
議
場
等
の
市
民
交
流

　
委
員
長　
渡
辺　
昭
司

　
副
委
員
長　
坂
井　
美
穂

　
委　
　
員　
鈴
木　
健
一
／
芳
金　
秀
展

　
　
　
　
　
　
加
藤　
美
幸
／
石
川　
英
之

半
田
市
選
出
各
組
合
議
会

中
部
知
多
衛
生
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市
・
武
豊
町

　
　
　
　
　
　
沢
田　
清　
／
水
野　
尚
美

　
　
　
　
　
　
山
田　
清
一
／
中
川　
健
一

　
　
　
　
　
　
澤
田　
勝

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
東
浦
町

　
　
　
　
　
　
阿
久
比
町
・
武
豊
町

　
　
　
　
　
　
小
出　
義
一
／
沢
田　
清

　
　
　
　
　
　
伊
藤　
正
興
／
坂
井　
美
穂

　
　
　
　
　
　
加
藤　
美
幸
／
澤
田　
勝

半
田
常
滑
看
護
専
門
学
校
管
理
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市

　
　
　
　
　
　
芳
金　
秀
展
／
沢
田　
清

　
　
　
　
　
　
澤
田　
勝　
／
榊
原　
伸
行

知
多
南
部
広
域
環
境
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市

　
　
　
　
　
　
南
知
多
町
・
美
浜
町
・

　
　
　
　
　
　
武
豊
町

　
　
　
　
　
　
新
美　
保
博
／
沢
田　
清

　
　
　
　
　
　
渡
辺　
昭
司

令
和
２
年
度
議
会
選
出
各
種
委
員
等

衣
浦
港
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
委　
　
員　
沢
田　
清　
／
岩
田　
玲
子

半
田
市
都
市
計
画
審
議
会

　
委　
　
員　
新
美　
保
博
／
芳
金　
秀
展

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
幸
彦
／
中
川　
健
一

　
　
　
　
　
　
榊
原　
伸
行

阿
久
比
川
水
系
改
修
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
沢
田　
清　
／
伊
藤　
正
興

　
　
　
　
　
　
竹
内　
功
治
／
澤
田　
勝

　
　
　
　
　
　
岩
田　
玲
子

知
多
地
区
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
沢
田　
清

衣
浦
大
橋
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
沢
田　
清

半
田
連
続
立
体
交
差
事
業
促
進
期
成
同
盟
会

　
顧　
　
問　
沢
田　
清

矢
作
川
境
川
流
域
下
水
道
推
進
協
議
会

　
会　
　
員　
沢
田　
清

半
田
市
青
少
年
問
題
協
議
会

　
委　
　
員　
坂
井　
美
穂

半
田
市
地
域
公
共
交
通
会
議

　
委　
　
員　
伊
藤　
正
興

　
（
令
和
２
年
６
月
１
日
現
在

　
　
　
　
　
氏
名
は
議
席
番
号
順
に
掲
載
）

第26回議会報告会の様子
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（要旨）

総
務
委
員
会

活

動

報

告

　
調
査
テ
ー
マ　

「
新
し
い
広
聴
の
あ
り
方
」

　
現
在
、
半
田
市
で
は
第
６
次
総

合
計
画
『
次
代
へ
つ
な
ぐ
市
民

協
働
都
市
・
は
ん
だ
』
を
掲
げ
、

「
ま
ち
」
を
構
成
す
る
全
て
の

「
人
」
に
よ
る
、
参
画
と
連
携
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
市
は
総
合
計
画
を
始
め
と
し
た

各
種
計
画
の
策
定
や
見
直
し
に
も
、

幅
広
く
市
民
か
ら
意
見
を
聴
き
、

意
見
の
反
映
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
市
議
会
と
し
て
は
、
市
民
の

関
心
が
高
く
、
市
民
生
活
に
影
響

が
大
き
い
施
策
や
事
業
の
立
案
段

階
で
は
十
分
な
市
民
参
加
が
得
ら

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
半
田
市
が
今
以
上
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
愛
着
と
誇
り
を
持
た

れ
、
協
働
の
ま
ち
「
半
田
」
が
次

代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
た
め
に

は
、
計
画
を
形
づ
く
る
段
階
か
ら

幅
広
い
市
民
参
加
を
得
て
、
市
民

の
意
思
や
意
見
が
施
策
、
そ
し
て

市
政
に
反
映
さ
れ
、
そ
れ
を
市
民

が
実
感
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
、
新
し
い
広
聴
の
あ
り

方
と
、
そ
の
有
効
な
手
法
に
つ
い

て
調
査
、
研
究
す
る
こ
と
と
し
た

も
の
で
す
。

　
現
在
の
半
田
市
の
状
況
を
踏
ま

え
、
全
国
的
に
も
広
聴
活
動
に
お

い
て
市
民
討
議
会
や
市
政
モ
ニ

タ
ー
制
度
な
ど
の
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
い
、
効
果
を
あ
げ
て
い

る
、
東
京
都
三
鷹
市
、
神
奈
川
県

茅
ケ
崎
市
、
埼
玉
県
朝
霞
市
、
岐

阜
県
多
治
見
市
を
視
察
す
る
な
ど

の
調
査
研
究
を
行
っ
た
結
果
、
委

員
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

・
討
議
会
な
ど
へ
の
参
加
依
頼
を

行
う
各
年
代
別
の
無
作
為
抽
出

数
を
茅
ケ
崎
市
の
よ
う
に
最
終

的
な
参
加
人
数
を
想
定
し
て
行

う
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
。

・
中
立
性
を
保
つ
た
め
に
青
年
会

議
所
、
大
学
な
ど
事
業
を
主
導

す
る
会
議
体
や
人
材
「
担
い

手
」
の
発
掘
が
重
要
で
あ
る
。

・
討
議
会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
対

す
る
市
の
対
応
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
市
民
の
満
足
度
が
高

ま
り
、
参
加
意
欲
も
高
ま
る
。

・
討
議
の
テ
ー
マ
は
、
例
え
ば
庁

舎
の
建
て
替
え
な
ど
、
市
民
生

活
に
深
く
関
わ
る
も
の
が
相
応

し
い
。

・
若
い
世
代
の
参
加
が
少
な
い
た

め
、
そ
の
世
代
の
参
画
を
促
す

た
め
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
使
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、

・
現
在
半
田
市
が
行
っ
て
い
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
と

同
等
の
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

・
登
録
者
へ
の
調
査
票
送
付
の
た

め
回
収
率
が
高
く
年
代
構
成
を

う
ま
く
整
え
ら
れ
れ
ば
効
率
的

な
運
用
で
あ
る
。

・
日
程
や
拘
束
時
間
等
の
問
題
で

話
し
合
い
に
参
加
で
き
な
い
市

民
に
対
し
て
モ
ニ
タ
ー
登
録
に

よ
る
意
見
聴
取
は
有
効
な
手
法

で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
委
員
会
で
の
議
論
を

経
て
、
市
へ
行
っ
た
提
言
は
次

の
次
の
通
り
で
す
。

１
．
市
民
の
関
心
が
特
に
高
く
な

る
と
思
わ
れ
る
、
又
は
、
市
民

生
活
に
極
め
て
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
見
込
ま
れ
る
施
策
に
お

い
て
は
、
施
策
を
構
想
す
る
段

階
か
ら
市
民
の
声
を
積
極
的
に

聴
く
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
半

田
市
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
構

築
し
て
い
く
に
際
し
、
既
存
の

広
聴
手
法
に
加
え
て
、
広
く
市

民
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
市
民
の
市
政
へ
の
参
画

も
推
進
で
き
る
市
民
討
議
会
を

行
う
こ
と
。

２
．
施
策
を
構
想
す
る
場
合
、
必

要
に
応
じ
て
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

等
の
複
数
の
手
段
を
講
じ
る
こ

と
。

以
下
は
提
言
に
か
か
る
留
意
点
に

つ
い
て
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
市
民
討
議
会
で
は

・
参
加
者
の
選
出
は
、
最
終
的
な

　
参
加
者
の
構
成
が
市
の
人
口
年

代
構
成
を
同
じ
く
し
た
「
ミ
ニ

半
田
市
」
と
な
る
な
ど
年
代
別

の
抽
出
数
を
工
夫
し
た
無
作
為

抽
出
と
す
る
こ
と
。

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
は

重
要
で
あ
り
、
そ
の
選
出
に
あ

た
っ
て
は
、
行
政
主
導
と
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
商
工
会
議
所
・
青
年

会
議
所
等
の
各
種
団
体
や
、
大

学
、
市
民
討
議
会
経
験
者
等
、

民
間
の
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
協

力
を
お
願
い
し
、
公
正
中
立
を

保
つ
こ
と
。

・
議
論
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
、
市

は
参
加
者
に
対
し
て
、
事
前
に

施
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
十

分
説
明
し
、
積
極
的
な
討
議
に

よ
り
意
見
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。

・
市
は
討
議
会
の
市
民
意
見
を
尊

重
す
る
こ
と
。

・
市
民
意
見
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
報
に
載
せ
る
な
ど
し
、
意
見

へ
の
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。

○
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

・
意
見
聴
取
が
困
難
な
若
い
世

代
や
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
ー
の
意
見
を
聴
く
た
め
に
、

抽
出
数
の
工
夫
な
ど
既
存
の
手

法
を
見
直
し
、
改
善
を
図
る
こ

と
。

　　
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
か
ら
置
き

去
り
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
主
体

的
・
積
極
的
に
参
画
で
き
る
半
田

市
で
あ
る
よ
う
、
市
議
会
総
務
委

員
会
か
ら
半
田
市
に
対
し
提
言
を

行
い
ま
し
た
。

【
市
民
討
議
会
と
は
】

　
無
作
為
で
選
ば
れ
た
市
民
が
、

必
要
な
情
報
提
供
を
受
け
て
地
域

問
題
な
ど
の
政
策
課
題
を
討
議
し

意
見
を
集
約
し
て
合
意
形
成
を
目

指
す
市
民
参
画
の
シ
ス
テ
ム
。

　
ド
イ
ツ
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る

「
プ
ラ
ー
ヌ
ン
ク
ス
ツ
ェ
レ
」
と

い
う
手
法
を
日
本
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
も
の
で
す
。
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（要旨）

（要旨）

公
共
施
設
の
あ
り
方
調
査

特
別
委
員
会
活
動
報
告

　
調
査
テ
ー
マ　

「
今
後
の
公
共
施
設
の
あ

り
方
」

　
少
子
化
に
よ
り
生
産
年

齢
人
口
が
減
少
し
、
税
金

を
納
め
る
人
が
減
っ
て
い

く
一
方
で
、
高
齢
者
の
割

合
が
増
え
、
扶
助
費
が
増

大
し
、
財
政
に
余
裕
が
な

く
な
り
、
公
共
施
設
を
維

持
・
更
新
し
て
い
く
た
め

の
費
用
が
捻
出
で
き
な
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
公

共
施
設
を
自
治
体
経
営
の

視
点
か
ら
総
合
的
、
統
括

的
に
企
画
・
建
設
・
管

理
・
運
営
・
利
活
用
す
る

仕
組
み
で
あ
る
「
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
推

進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
問
題
は
、

単
な
る
施
設
の
老
朽
化
問

題
で
は
な
く
、
財
政
的
な

危
機
が
訪
れ
る
こ
と
が
大

き
な
原
因
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　
半
田
市
で
は
、
高
度
経

済
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
経

済
期
に
か
け
て
、
人
口
増

加
や
市
民
ニ
ー
ズ
等
に
対

応
す
る
た
め
、
多
く
の
公

共
施
設
が
整
備
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
「
半
田
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
に
お
け

る
財
政
の
見
通
し
と
方
針

の
甘
さ
や
、
従
来
か
ら
の

縦
割
り
の
施
設
管
理
体
制

の
た
め
、
「
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
推
進
体

制
が
明
確
に
な
っ
て
い
な

い
現
状
と
、
幹
部
職
員
の

危
機
意
識
の
薄
さ
を
伺
う

こ
と
が
で
き
、
国
が
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
の
策
定
を
全
国
の
自

治
体
に
要
請
し
た
意
図
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
問
題
に
つ
い
て
、
市

民
と
の
情
報
共
有
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
将
来
世
代
に
大

き
な
負
債
を
負
わ
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

ま
す
。

以
下
を
委
員
会
の
総
意
と

し
、
提
言
い
た
し
ま
す
。

一
、
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
更
新
問
題
の
本
質

は
財
政
問
題
で
あ
り
、

社
会
環
境
の
変
化
に
応

じ
て
財
政
見
通
し
を
今

一
度
見
直
す
こ
と
。

一
、
公
共
施
設
の
更
新
問

題
に
関
す
る
課
題
解
決

に
は
、総
合
的
に
企
画
、

建
設
、管
理
、運
営
、活

用
、処
分
す
る
取
組
み

で
あ
る「
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
よ
り
、

組
織
体
制
を
含
め
適
正

規
模（
量
的
管
理
）を
適

正
管
理（
維
持
管
理
手

法
）す
る
こ
と
。

一
、
住
民
の
理
解
を
得
る

た
め
の
説
明
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
市
民
に
対

す
る
説
明
責
任
を
果
た

し
、
合
意
形
成
を
図
る

こ
と
。

　
「
老
朽
化
す
る
公
共
施

設
の
更
新
に
必
要
な
多
額

の
経
費
」
を
「
減
少
し
て

い
く
財
源
」
で
賄
わ
な
い

と
い
け
な
い
課
題
に
対
処

す
る
た
め
、
思
い
切
っ
た

変
革
が
必
要
な
時
を
迎

え
て
い
ま
す
。
市
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

「
半
田
市
版
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
強
く
求
め

ま
す
。

中
小
企
業
振
興
調
査

特
別
委
員
会
活
動
報
告

調
査
テ
ー
マ

「
半
田
市
の
中
小
企
業
の

振
興
に
関
す
る
基
本
的
な

方
向
性
や
姿
勢
に
つ
い
て

ど
う
あ
る
べ
き
か
」

【
背
景
】

　
中
小
企
業
は
、
日
本
の

全
企
業
数
の
９９
．
７
％
を
、

全
従
業
者
数
の
約
７
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
半
田
市

に
お
い
て
も
、
中
小
企
業

が
生
活
に
密
着
し
た
、
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
半
田
市
の
経
済
、

地
域
の
活
性
化
に
お
け
る

中
小
企
業
の
影
響
は
非
常

に
大
き
な
も
の
で
あ
る
こ

と
が
容
易
に
想
像
で
き
ま

す
。

　
一
方
で
、
中
小
企
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
す
。
中
小

企
業
庁
の
試
算
に
よ
る
と
、

現
状
を
放
置
す
れ
ば
、
中

小
企
業
廃
業
の
急
増
に
よ

り
２
０
１
７
年
か
ら
２５
年

頃
ま
で
の
累
計
で
、
全
国

で
約
６５０
万
人
の
雇
用
、
約

２２
兆
円
の
Ｇ
Ｄ
P
が
失
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。
現
状
の
や
り

方
で
は
、
こ
の
状
況
を
打

破
で
き
る
と
は
思
え
ず
、

加
え
て
、
こ
れ
ら
の
よ
う

な
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
が
広
く
理
解
さ
れ
て

い
な
い
、
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
は
中
小
企
業
の

発
展
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ

り
、
そ
の
重
要
性
を
広
く

理
解
・
共
有
し
、
中
小
企

業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

半
田
市
と
し
て
や
れ
る
こ

と
が
あ
る
と
考
え
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

【
４
点
の
提
言
】

　
先
進
地
の
視
察
な
ど
を

経
て
、
議
論
・
検
討
を
し

た
結
果
、
以
下
４
点
を
市

長
に
提
言
し
ま
し
た
。

①
市
民
や
商
工
業
者
の
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、

よ
り
有
効
な
産
業
復
興

策
を
展
開
す
る
た
め
の

施
策
提
言
の
場
と
し
て
、

産
業
振
興
会
議
を
設
立

す
る
こ
と
。

②
企
業
の
動
向
や
ニ
ー
ズ

の
調
査
、
実
態
を
把
握

す
る
た
め
に
、
ま
た
、

中
小
企
業
と
の
信
頼
関

係
を
築
く
た
め
に
、
よ

り
積
極
的
な
企
業
訪
問

を
行
う
こ
と
。

③
広
く
市
民
の
皆
様
に
、

中
小
企
業
が
地
域
社
会

の
発
展
に
果
た
す
役
割

の
重
要
性
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
意
識

を
醸
成
す
る
こ
と
。

④
①
～
③
を
実
現
し
、
継

続
し
て
い
く
た
め
に
、

条
例
の
制
定
、
ま
た
は

既
存
の
半
田
市
商
業
振

興
条
例
を
改
正
す
る
こ

と
。

【
最
後
に
】

　
調
査
の
最
終
盤
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
日
本
・
半
田

市
の
経
済
は
戦
後
最
大
と

も
言
わ
れ
る
危
機
を
迎
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
必
ず

迎
え
る
収
束
、
そ
の
後
に

は
、
市
民
の
方
と
、
そ
し

て
中
小
企
業
の
方
と
共
に

立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
、

半
田
市
の
早
期
復
興
は
あ

り
得
ま
せ
ん
。
そ
の
時
を

見
据
え
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由

に
一
つ
の
企
業
も
倒
産
さ

せ
な
い
、
そ
の
よ
う
な
気

概
を
持
っ
て
中
小
企
業
振

興
に
努
め
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。
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あ　
と　
が　
き

　
未
曾
有
と
も
言
え
る
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
３
密
を
避
け

る
対
策
を
取
り
な
が
ら
の
議
会
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
難
局
を
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な

っ
て
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
広
報
委
員

会
で
は
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
皆
様
に
元
気

と
安
心
を
お
届
け
で
き
る
誌
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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QRコードは㈱デン
ソーウェーブの登
録商標です。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

６月定例会の予定
６月９日（火）から６月１９日（金）

ぜひ、本会議の一般質問をご覧ください。
・ケーブルテレビCACで放送
・動画配信サイトYouTube（ユーチューブ）
　で録画映像の配信
　を行っています。（翌日以降になります。）

※会期中の日程は約一週間前の会議で決定します

・YouTubeからは、いつでも・どこでも視聴が出来ますので、是非ご
覧ください。

・視聴方法　右のQRコードからアクセス頂くか、動画配信サイト
YouTubeにおいて、「半田市議会」と検索してください。

［議会傍聴時のお願い］
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、本会議の傍聴にお越しの際は、

マスクの着用や手指の消毒などにご協力ください。

半田市議会へ

半田市議会
(YouTube)


